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臓器移植推進キャンペーンに参加しましょう！ 
 

 10月5日（土）および6日（日）に実施する移植推進キ

ャンペーンの集合時間・場所は下記の通りです。 
 

【5 日】高岡地区のみ実施 

 午後 3時、高岡市民体育館前（高岡古城公園内） 
 

【6 日】 

新川地区 

午後 2 時、各ショッピングセンター 

富山・砺波地区 

午前 10 時 15 分、 

富山県総合運動公園陸上競技場M３ゲート前 

 

第 43 次国会請願署名・募金のお願い 
 

 今年も国会請願の時期が近づ

いてきました。 

 署名ならびに募金の募集期間

は、例年通り11月から12月末ま

での 2 ヶ月間を予定しています。 

 署名用紙は、10 月 27 日（日） 

の第 25 回通常総会において各病院腎友会代表

へお渡しいたします。（個人会員の皆様へは直接

お送りいたします。） 

 なお、今年度はお一人につき全腎協署名用紙、

JPA 署名用紙ともに 2枚ずつお渡しいたします。 

 署名活動は、私たちの願いを国政へ届ける唯

一の手段です。会員の皆様には毎年ご苦労をお

かけしておりますが、今回もご理解、ご協力をよろ

しくお願いいたします。 
 

■請願事項 
 

1. 腎疾患の発症と重症化予防に向けた総合的

な対策が進むように努めてください。 
 

2. 介護が必要な腎臓病患者が介護保険を利用

できるように検討してください。とりわけ通院

困難な透析患者の通院を保障する体制の公

的な整備を検討してください。 
 

3. どこで大災害が発生しても人工透析治療を

受けることが出来るように努めてください。 
 

4. 腎臓病に対する再生医療の研究が進むよう

に努めてください。 

 

女性セミナー「女性特有の心とからだ」のご案内 
 

 富山県腎友会女性部では、昨

年高岡市で開催し好評だった標

記セミナーを、今年度は富山市

で開催することにいたしました。 

 今回も講師には射水市民病院

婦人科医で、女性外来を開設さ

れている齋藤真実先生をお招き 

し、女性特有の疾患などについてご講演いただくほか、

グループ懇談や質疑応答も予定しています。 

 女性透析患者同士、日頃感じていることなどを素直に

話し合える機会にしたいと思いますので、皆様の参加を

心よりお待ちしています。もちろん娘さんやご姉妹との

参加も歓迎いたします。 
 

1. 日 時 平成 25 年 11 月 10 日（日） 

午後 1時 30 分～3時 30 分 

（受付は午後 1時から） 
 

2. 場 所 サンフォルテ 3 階 304 号室 
富山市湊入船町 6-7 ☎076-432-4500 

 

3. 参加費 無料 
 

4. 申込方法 電話またはFAXにて県腎友会事務局 

まで（参加者氏名、当日連絡可能な電

話番号をお知らせ下さい。） 
 

5. 申込期限 平成 25 年 11 月 5 日（火） 
 

※サンフォルテ駐車場が満車の場合は、向かいの自遊館駐車

場をご利用頂き、駐車券は必ず会場までご持参願います。 

 

豪雨・停電による影響 
 

 9 月 4 日（木）および 16 日（月）に発生した豪雨

は、県内に床下浸水や避難勧告など様々な被害

をもたらしました。 

 中でも、4日（木）富山市南部に位置する横田病

院、長谷川病院、城南温泉第二病院は、午後 6

時頃に発生した大規模な停電の影響を受けまし 

た。各施設とも直ちに復旧し大

事には至りませんでしたが、日

頃から災害に対する備えが必

要であることを改めて思わされ

るような出来事でした。 

当日は熊本県の

キャラクター 

「くまモン」もやっ

て来るよ！ 
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おくやみ 
 

 山口 俊子 殿 あさなぎ病院 享年 79 歳 

 谷  一 男 殿 黒部市民病院 享年 65 歳 

 竹澤 豊一 殿 高陵クリニック 享年 83 歳 
 

謹んでご冥福をお祈り致します 

 

バーベキューのご案内 
 

 青年部、移植部の皆様には

既に案内状をお送りしました

が、今回のバーベキューはどな

たでも参加できますので、この

機会に是非お申込みください。

深まりゆく秋を感じながら皆で

楽しいひと時を過ごしましょう。 
 

1. 日 時  平成 25 年 10 月 20 日（日） 

午前 11 時～午後 2時（雨天決行） 
 

2. 場 所  割山森林公園「天湖森」 
富山市割山 9-1 ☎076-485-2777 

 

3. 参加費  お一人様 500 円（当日集金） 

※小学生以下無料 
 

4. 申込方法  電話、FAX 等にて腎友会事務局 

までお申込みください。 
 

5. 申込期限  平成 25 年 10 月 10 日（木） 

 

第 7回全腎協青年会議の報告 
 

 8 月 24 日（土）・25 日（日）の二日間にわたる会

議が東京の大森東急インにおいて開催され、全

国から 53 名が参加しました。（当会からは門口青

年部長が参加） 

 １日目は、全腎協顧問の櫻堂渉氏による「問題

解決の技法 ～PDCA サイクルを効果的にまわす

ために～」と題した講演があり、2 日目は前日学

んだ PDCA サイクルを実際に青年部活動に応用

し、問題点などを確認しました。また、NPO 法人

神奈川県腎友会の渡辺典史氏による講演「透析

43年。私が透析を始めた頃のお話」もありました。 

 

バスハイクの報告 
 

 9月22日（日）、会員・家族152

名が 4 台のバスに分乗し岐阜県 

新穂高へ向かいました。 

 昼食は、薬師の湯 本陣で囲

炉裏を囲みながら、その土地な

らではの味覚を堪能し、温泉や 

久しぶりに会う仲間との会話を楽しみました。 

 また、希望者は 2 階建てのロープウェイに乗車し、日

本を代表する山々が綾なす絶景を期待しながら標高

2,156 メートルの西穂高口駅展望台を目指しました。し

かし山の天気は変わりやすく、目的地に到着した頃に

はあいにくの霧で見晴らしがいまひとつでした。 

 少し心残りではありましたが、患者同志の交流を深め

ることのできた有意義なバスハイクとなりました。 

 

今後の予定 
 

 高岡地区ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ  10/5     高岡古城公園 

 移植推進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ  10/6       県内 5 ヶ所 

 高岡地区 25 周年  10/6 高岡市ふれあい福祉センター 

 健康と長寿の祭典  10/9・10   県民会館 

 全腎協 52 回総会  10/19~20      東京 

 バーベキュー  10/20     天湖森 

 第 25 回総会  10/27       サンシップ 

 全腎協通院介護研修会  11/9~10      東京 

 

糖尿病・腎臓病講演会の報告 
 

 9 月 15 日（日）富山県民会館 401 会議室において開

催した講演会（県委託事業）には、腎友会関係者 13 名

を含む約 90 名が参加しました。 

 今回は、富山県立中央病院内科（腎・高血圧）医長 

山端潤也先生、同院栄養管理科 木曽節子先生による

講演のほか、今年 5 月から 6 月にかけて会員の皆様に

ご協力いただいた「透析導入前の生活に関するアンケ

ート調査」の結果報告も行いました。 

 この調査結果によりますと、現在日本国内では 8 人に

1 人の割合で発症し“新たな国民病”とも言われている

「慢性腎臓病」にとって、次の 3 つが大切かつ有効であ

ると考えられることがわかりました。 
 

1. 早く発見し、早く治療に取り組む 
 

2. 腎臓病や透析について正しい知識と理解を深める 
 

3. 食事療法に取り組む 
 

 なお、この調査結果につきましては既に新聞やテレビ

等でも取り上げていただいていますが、会員の皆様へ

も会報を通じてお知らせいたします。 

 

お 詫 び 
 

 会報「とみじん」の発行が予定より遅くなってお

り、楽しみにしてくださっている皆様には大変ご

迷惑をおかけしておりますことを心よりお詫び申

し上げます。 

 なお、10月発行予定の第96号も編集の都合に

より 11 月下旬から 12 月上旬になりますことをどう

かご了承願います。 


